
令和６年度全国病弱虚弱特別支援学校長研究協議会

令和６年６月２８日（金）

熊本県立黒石原支援学校 前川 美穂子

本校における「自立活動」の取組
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本日の話題

１ 熊本県立黒石原支援学校について

２ 本校における自立活動の指導

３ 職員の専門性向上の取組

４ 課題と本年度の取組
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１ 熊本県立黒石原支援学校について

（１）場所
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熊
本
県



熊本再春医療センター

黒石原支援学校

（１）場所 熊本再春医療センターに隣接
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１ 熊本県立黒石原支援学校について

熊本高等専門学校



（２）対象

熊本再春医療センターに入院、または、病気の
ために治療や生活規制が必要な児童生徒

校章
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１ 熊本県立黒石原支援学校について



・自宅通学生 ６３人
（訪問教育(内数）６人）

・病棟生 １９人
（訪問教育(内数）６人）

・小学生 ２４人

・中学生 ２３人

・高校生 ３５人

全校児童生徒 ８２人
（令和６年５月１日時点）

（３）令和６年度 在籍児童生徒（３）令和６年度 在籍児童生徒

１ 熊本県立黒石原支援学校について
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ア 小学部（R5）

１ 熊本県立黒石原支援学校について

（４）在籍児童生徒 疾患の状況（４）在籍児童生徒 疾患の状況
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イ 中学部（R5）

（４）在籍児童生徒 疾患の状況（４）在籍児童生徒 疾患の状況

１ 熊本県立黒石原支援学校について
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ウ 高等部（R5）

１ 熊本県立黒石原支援学校について

（４）在籍児童生徒 疾患の状況（４）在籍児童生徒 疾患の状況
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Ⅰ課程（準ずる教育）

Ⅱ課程（知的障害特別支援学校の教育課程）

Ⅲ課程（自立活動を中心とした教育課程）

訪 問 教 育

中学部 高等部小学部

１ 熊本県立黒石原支援学校について

（５）教育課程（５）教育課程
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ⅠⅡ課程

１ 熊本県立黒石原支援学校について
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（６）課程別疾患状況（６）課程別疾患状況

Ⅰ、Ⅱ課程 Ⅲ課程、訪問

心理的な安定
健康の保持等

身体の動き
環境の把握等



（１）多様さゆえに、シンプルな取組

実態把握→目標・指導内容設定→指導→評価

（２）取組の概要

ア 配当時数

イ 取組の工夫

（３）指導の実際（事例１）

（１）多様さゆえに、シンプルな取組

実態把握→目標・指導内容設定→指導→評価

（２）取組の概要

ア 配当時数

イ 取組の工夫

（３）指導の実際（事例１）

２ 自立活動の指導
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２ 本校における自立活動の指導



ａ Ⅰ課程

・小学部 週２時間

・中学部 週２～３時間

・高等部 週２時間

ｂ Ⅱ課程

・小学部 週２時間

・中学部 週６.５時間

・高等部 週３時間

（２）ア 配当時数（２）ア 配当時数

２ 自立活動の指導
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（ア） ⅠⅡ課程（ア） ⅠⅡ課程



ｃ Ⅲ課程

・小学部 週２０～２３時間

・中学部 週１６～２３時間

・高等部 週１４～２１時間

ｄ 訪問教育

・小、中、高 週６時間

（２）ア 配当時数（２）ア 配当時数

２ 自立活動の指導
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（イ） Ⅲ課程、訪問教育（イ） Ⅲ課程、訪問教育



（ア） 複数の目で実態把握、指導、評価等

・グループ研修の活用

（イ） ベテランが助言

（ウ） コーディネータ（校内人材）等の活用

（エ） 引継ぎにおける動画の活用

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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（オ）「課題関連図」の活用

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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・中心課題

を明確に

・指導目標

につなげる

「学びの履歴」と
「目指す姿」から
課題を抽出



（カ） 医師、SCからの助言

・生徒が受診、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを受けた後、担任と

情報を共有。今後の方向性を明確に。

・学校がやるべきことについては、関係職員で

共有。関係職員全員で取り組み、次回の受

診・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞで医師･SCに報告。

・記録を残し、持続可能なPDCAで

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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（キ） 「検討会議シート」の活用

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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〇誰が、いつ、何を
するのか 明確化

→働き方改革にも



〇段階的支援体制

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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①学級、学部対応
②学部全体対応

③校内支援委員会対応
④外部専門家対応

検討会議シート



（ク） 「自分メーター」の活用：ⅠⅡ課程

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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６ｶﾃｺﾞﾘｰ
こころ

しゃかい､

がくしゅう

からだ

せいかつ

みのまわり

５段階で

自己評価



（ケ）

「Co-MaMe」の活用

：ⅠⅡ課程

（２）イ 自立活動における工夫（２）イ 自立活動における工夫

２ 自立活動の実際
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本校の特長

〇可視化

〇共通理解



ア 対象生徒

・中学部Ⅰ課程３年

・WISC-Ⅳ(言語理解：強み)

イ 中学部２年時の状況

・２､３学期の出席は12日(要出席日数125日)

・遠隔授業の検討→実施に至らず

（３）指導の実際等（事例１ 中３）（３）指導の実際等（事例１ 中３）

２ 自立活動の実際
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ウ 学部主事、特別支援教育コーディネー

ターと協議(年度末)

〇SCの導入

・４月から毎月1回

〇SSWの導入

〇担任が変わる

・担任との安心できる関係構築を優先

（３） 指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３） 指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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〇出席日数、登校時間、学習内容

〇自立活動

（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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月 4月 5月 6月 7月
出席日数 1/(15) 2/(20) 5/(22) 3/(13)
登校時間 放課後 16:00〜16:50 15:00〜16:50
学習内容 顔合わせ 自立 自立＋教科 自立＋教科

4月 5月 6月 7月
ｰ 実態把握

心理的な安定
・実態把握
日記､目標決め

・心理的な安定
感情整理シート

心理的な安定
・日記､目標決め
・感情整理シート
・相談って何？



〇課題解決シートでの取組

（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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〇出席日数、登校時間、学習内容

〇自立活動

（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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月 4月 5月 6月 7月
出席日数 1/(15) 2/(20) 5/(22) 3/(13)
登校時間 放課後 16:00〜16:50 15:00〜16:50
学習内容 顔合わせ 自立 自立＋教科 自立＋教科

4月 5月 6月 7月
ｰ 実態把握

心理的な安定
実態把握
心理的な安定
・日記､目標決め
・感情整理シート

心理的な安定
・日記､目標決め
・感情整理シート
・相談って何？



〇日記での取組の様子

（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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〇自分メーターでの取組

（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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・６つの項目
（こころ､しゃかい､がくしゅう、

からだ､せいかつ､みのまわり)

・５段階で自己評価

→自己評価がとても高

かった。

→ミスが怖いのかも



〇出席日数、登校時間、学習内容

〇自立活動

（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･１学期）

２ 自立活動の実際
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月 4月 5月 6月 7月
出席日数 1/(15) 2/(20) 5/(22) 3/(13)
登校時間 放課後 16:00〜16:50 15:00〜16:50
学習内容 顔合わせ 自立 自立＋教科 自立＋教科

4月 5月 6月 7月
ｰ ・実態把握

・心理的な安定
実態把握
心理的な安定
・日記､目標決め
・感情整理シート

心理的な安定
・日記､目標決め
・感情整理シート
・相談って何？



〇感情整理シート

での学習の様子

（３）指導の実際（３）指導の実際

２ 自立活動の実際
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〇出席日数、登校時間、学習内容

〇自立活動

（３）指導の実際等（事例１ 中３･２学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･２学期）

２ 自立活動の実際
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月 ９月 10月 11月 12月
出席日数 10/(20) 8/(21) 8/(20) 7/(16)
登校時間 14:00〜17:00
学習内容 自立活動、教科

9月 10月 11月 12月
相談の仕方

不安なことの整理、対処法



〇不安なことの整理、対処法

（３）指導の実際等（事例１ 中３･２学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･２学期）

２ 自立活動の実際
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〇出席日数、登校時間、学習内容

〇自立活動

（３）指導の実際等（事例１ 中３･３学期）（３）指導の実際等（事例１ 中３･３学期）

２ 自立活動の実際
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月 １月 ２月 ３月
出席日数 ９/(17) 10/(19) ４/(7)
登校時間 14:00〜17:00 12:00〜16:00
学習内容 自立、教科

1月 2月 3月
・心理的な安定
入試に向けて
見通しを持つ

・心理的な安定、人間関係の形成
高等部（将来的に1日を学校で過ごすこ
と）を見据えて、休み時間・給食時間
の過ごし方等



〇出席日数、登校時間、学習内容

（３）指導の実際等（事例１ 高１･１学期）（３）指導の実際等（事例１ 高１･１学期）

２ 自立活動の実際
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月 4月 5月
出席日数 ８/(15) ９/(21)
登校時間 ５，６限目
学習内容 他の生徒と同じ

〇担任は、コーディネータ、SC等に相談。

〇いくつかの方策を活用

〇自立活動の学習で、伝えたいことが伝わる

ようになった。



ア 全体研修

イ グループごと研修

ウ 自主研修

エ 熊本高専との協働

（１）研修（１）研修
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３ 職員の専門性向上の取組

（２）取組の実際（事例２）（２）取組の実際（事例２）



ア 殆どやっていない

〇スキルアップ研修１（県教委主催）

・基礎講話２回（対面型、オンデマンド）

・Ｒ５年度から実施

（１）ア 全体研修（１）ア 全体研修

３ 職員の専門性向上の取組
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ア 指導教諭による研修

・Ｒ５は３回実施｡(内､自立活動助言２回)

・重度重複･訪問教育部門で実施

（１）イ グループごとの研修（１）イ グループごとの研修

３ 職員の専門性向上の取組
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イ 専門家活用研修：職員の希望

・Ｒ５は６回（講話３､実技研修等３）

・臨床心理士、言語聴覚士、理学療法士

ウ スキルアップ研修

・代表事例の検討



・専門性の高い本校

職員が講師

・職員のニーズに

直結する研修

・結果として少人数

（１）ウ 自主研修（１）ウ 自主研修

３ 職員の専門性向上の取組
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（１）エ 熊本高専との協働（１）エ 熊本高専との協働

３ 職員の専門性向上の取組
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〇熊本高専からKME(高専ﾏﾙﾁﾌｧﾝｸｼｮﾝｴﾝﾎﾟｲﾝﾄ)を

借用

・本校職員向け講習会(６月…８人)

・実践報告会(７月、９月)

・振り返りミーティング(１月)



（２）取組の実際（事例２）（２）取組の実際（事例２）

３ 職員の専門性向上の取組
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ア グループ研修

：スキルアップ研修２

イ 代表事例の研究授業

対象児童

・小学部Ⅲ課程

(重度重複部門)

ウ 実りある研修に



ウ 管理職、コーディネータ学部主事等で

研修の目的を共有

・専門性の底上げ

・一人の事例について、グループ職員全員で

実態把握から授業づくりまで協議しながら

（２）取組の実際（事例２）（２）取組の実際（事例２）

３ 職員の専門性向上の取組
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やる気はあるけど、
どうしてよいか
わからない



エ 取組の経過

(ア)個別の指導計画の再検討 7,8月：7回

(イ)研究授業に向けた指導案作成等 8,9月：8回

(ウ)研究授業 9月:1回

(エ)事例検討 10,11月:2回

(オ)次年度の自立活動個別の指導計画作成

12,1月:2回

（２）取組の実際（事例２）（２）取組の実際（事例２）

３ 職員の専門性向上の取組
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〇 研究授業、授業研究会

・９月 １回

（２）取組の実際（事例２）（２）取組の実際（事例２）

３ 職員の専門性向上の取組

43体を揺らす、体に触れる
ツリーチャイムを鳴らす



〇 事例検討(10,11月 2回)

・研究授業の動画を見て評価

〇 次年度の自立活動個別の指導計画作成

・今後の方向性の検討

（２）取組の実際（事例２）（２）取組の実際（事例２）

３ 職員の専門性向上の取組
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ア ひとえに職員の専門性向上

（１）課題（１）課題
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４ 課題と本年度の取組

（２）本年度の取組（２）本年度の取組

ア スキルアップ研修の活用

イ 研修時間の確保（５時間）

→授業の削減


